
寒くなり風邪がはやると、耳の痛みを訴える相談が増えます。

また、ウイルス性胃腸炎が流行する時期でもありますが、年末

年始はかかりつけ医が休診となる場合も多くなります。 

ファミリー健康相談は、年末年始も24時間年中無休でヘルス

アドバイザーや顧問ドクターが症状をお聞きして、適切にアド

バイスいたします。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

Ｑ：人よりも多量に汗をかく。夏場は特に大変で、冬場のちょっとした運動でも汗が出る。健診結果では特に異

状はないが、原因は何か？ 

Ａ：汗は人間の脳や内臓が最も働きやすいように体温調節するために体を冷やす役割があります。汗の種類には

暑い時や運動をしたときに出る「温熱性発汗」と精神的な変化に応じて出る「緊張汗（精神性発汗）」があ

ります。 

    温熱性発汗は、体温や皮膚温などの温度情報や、運動しているときの筋肉からの情報を脳の体温調節中

枢が受け、汗を出す命令を発信して起こる発汗です。手のひらや足の裏を除く全身で汗がみられます。一方、

精神性発汗は手のひらや足の裏、脇などの限られた部位で発汗します。 

    詳しくわかっていませんが、これらの発汗は異なるメカニズムで起こり、完全に独立して働くわけではなく、例え

ば全身に汗をかいているときに精神的な刺激が加わると、全身の発汗も同時に増えることがわかっています。 

    汗が多量な原因には、新陳代謝の高さや肥満、生活の乱れ、運動不足のほか、寒くても汗が多量に出る

「多汗症」という病気もあります。さらには男性更年期障害や自律神経の乱れも考えられます。日常生活に支

障をきたすほどの発汗がある場合は、皮膚科を受診して相談しましょう。 

 
ヘルスアドバイザーから、今月のひとこと！ 

2019 年 

1月 

今月のテーマは 

「名わき役、 

春菊パワー」 

まだまだ寒いこの時期、温かい鍋料理がうれしいですね。主役ではないのですが、鍋料理によく登

場する野菜と言えば春菊ではないでしょうか。春菊は鍋料理の人気の具材ですが、寒い季節に旬を

迎えて栄養価が高くなること、アクが少なく、下ゆでしないで利用できることがその理由でしょう。 

春菊の栄養成分ですが、肉や魚のたんぱく質、脂質の代謝を高めるビタミンB群を豊富に含みま

す。もっとも特徴的なのは、ほうれん草や小松菜を上回るカロテンの含有量です。カロテンは、細菌や

ウイルスに対する免疫力を高める働きがあります。寒く、風邪をひきやすい時期にいただくには、もってこ

いの野菜といえます。独特の香りと苦みは肉や魚との相性も抜群です。香りを生かすためにも加熱し

過ぎないでいただきましょう。また、柔らかい葉先は、生で食べられるのでサラダでもおいしくいただけま

す。 

春菊は原産地のヨーロッパでは、観賞用として栽培されています。食用としているのは、日本や中国

などの東アジアだけのようです。日本の冬の味覚といえますね。主役の素材を引き立てる、この名わき

役の健康パワーをたっぷりと味わってみてはいかがでしょうか？ 

 

ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ ファミリー健康相談ではこんな相談が・・・ 

ご自身やご家族の健康で気になることがあったら、ぜひファミリー健康相談をご活用ください！専用
電話番号はホームページの「お知らせ」をごらんください。 


